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そ
れ
と
比
べ
る
と
、
若
き
直
江
の
態
度
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
紹
介
の
冒
頭
で
こ
う
主
張
し
て
い
る
。

伸
び
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
力
を
内
に
蓄
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
民
俗
学
の
現
状
は
正
に
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
我
々
の
学
問
が
将

来
世
界
に
向
か
つ
て
自
己
を
出
張
し
得
る
た
め
に
は
隣
国
民
俗
学
の
成
果
に
対
し
て
絶
え
ざ
る
注
意
を
払
ふ
事
が
肝
要
で
あ
る
。

日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
「
伸
び
」
る
こ
と
が
必
然
な
趨
勢
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
形
は
「
世
界
に
向
か
つ
て
自
己
を
出
張
」
す
る

こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
柳
田
に
よ
っ
て
「
世
界
民
俗
学
」
と
い
う
形
で
語
ら
れ
、
そ
し
て
「
一
国
民
俗
学
」
の
実
践
の
中
で
姿
を
消
し

て
い
た
世
界
へ
の
寄
与
は
再
び
そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
各
国
に
お
け
る
「
一
国
民
俗
学
」
の
成
立
を

待
つ
と
い
う
消
極
的
な
態
度
で
は
な
く
、「
出
張
」、
即
ち
日
本
民
俗
学
の
方
か
ら
積
極
的
に
関
与
す
る
実
践
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い

る
。こ

の
「
出
張
」
は
ま
た
中
国
と
民
俗
学
を
選
ん
だ
直
江
が
自
分
に
課
し
た
任
務
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
「
中
国
民
間
説
話
の
民

俗
学
的
研
究
」
を
提
出
し
て
大
学
を
卒
業
し
た
直
江
は
、
自
ら
中
国
行
き
を
志
望
し
、
ち
ょ
う
ど
北
京
の
日
本
中
学
校
か
ら
求
人
が
あ

り
、
即
座
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

20
）。

２　
「
北
支
」
で
の
活
躍

一
九
四
一
年
七
月
、
直
江
広
治
は
日
本
で
親
し
く
付
き
合
っ
た
留
学
生
の
紹
介
で
北
京
市
西
城
太
平
橋
四
八
号
郭
宅（

21
）に
下
宿
し
、

こ
れ
よ
り
一
九
四
六
年
六
月
ま
で
五
年
間
北
京
で
生
活
し
て
い
た
。

到
着
早
々
直
江
は
近
況
を
『
民
間
伝
承
』
に
報
告
し
て
お
り（

22
）、
そ
の
後
た
び
た
び
通
信
を
寄
せ
て
い
る
（
本
章
末
の
表
24
参
照
）。

東
京
か
ら
『
民
間
伝
承
』
を
は
じ
め
、
民
俗
学
関
係
の
新
刊（

23
）が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
現
地
で
も
直
江
は
柳
田
や
木
曜
会
の
仲
間
の
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著
作
を
買
い
あ
さ
り（

24
）、
柳
田
を
中
心
と
し
た
日
本
の
民
俗
学
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

九
月
に
新
学
期
が
始
ま
り
、
直
江
は
地
理
と
歴
史
の
担
当
教
員
と
し
て
授
業
に
臨
ん
だ
が
、
そ
の
前
の
夏
休
み
（
中
国
で
は
七
月

−

九
月
）
か
ら
す
で
に
北
京
の
朝
陽
門
外
に
あ
る
六
里
屯
と
い
う
三
〇
〇
戸
前
後
の
村
落
へ
調
査
に
出
掛
け
始
め
た（

25
）。

１　

満
鉄
調
査
部
と
日
本
民
俗
学

こ
の
年
の
十
二
月
、
直
江
は
再
び
『
民
間
伝
承
』（
七

−

三
）
に
通
信
を
寄
せ
て
い
る
。

当
地
で
は
有
志
が
集
り
民
風
会
な
る
フ
オ
ク
ロ
ア
の
さ
さ
や
か
な
会
を
作
つ
て
居
り
ま
す
。
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
が
十
五
人
ば
か
り

で
、
大
体
月
一
回
報
告
会
を
開
い
て
を
り
ま
す
。
七
月
に
は
満
鉄
の
旗
田
氏
の
北
支
順
義
県
砂
井
村
の
農
村
調
査
報
告
が
あ
り
、

八
月
に
は
北
京
近
く
の
豊
出
農
民
事
情
の
報
告
が
、
高
木
氏
に
よ
つ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
七
日
は
北
京
の
神
祇
講
座
の
講
演

の
た
め
御
来
燕
中
の
折
口
先
生
を
迎
へ
「
民
俗
学
の
分
類
」
に
関
す
る
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
の
外
に
北
京
近
郊
の

調
査
に
着
手
致
し
、
八
月
以
来
休
日
毎
に
三
四
人
で
採
集
に
出
掛
け
て
居
り
ま
す
。
東
郊
の
広
軍
屯
に
は
数
回
参
り
、
次
第
に
面

白
い
採
集
が
集
つ
て
来
ま
し
た
。
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
間
こ
こ
で
は
収
穫
祭
が
あ
る
の
で
、
遊
び
に
来
い
と
云
つ
て
来
ま
し

た
。
泊
り
が
け
で
行
つ
て
見
る
つ
も
り
で
す
。
新
京
で
は
大
間
知
さ
ん
を
中
心
に
同
好
会
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
う
ち

に
お
互
い
に
連
絡
を
と
つ
て
調
査
を
進
め
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。

や
や
長
い
文
章
で
あ
る
が
、
重
要
な
情
報
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
当
時
の
北
京
の
民
俗
学
活
動
、
と
く
に
「
民
風
会
」
と
い
う
民
俗

同
好
会
に
関
し
て
貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

国
学
院
大
学
高
等
師
範
卒
後
、
一
九
四
〇
年
に
北
京
に
渡
っ
た
沢
田
瑞
穂
に
よ
れ
ば
、
民
風
会
は
同
年
の
春
、
民
俗
に
興
味
を
持
つ

北
京
在
住
の
日
本
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
研
究
会
で
あ
り
、
従
来
の
「
支
那
通
」
と
違
う
態
度
と
方
法
で
北
京
及
び
そ
の
周
辺
を
研
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究
し
、
や
が
て
「
大
陸
民
俗
研
究
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
主
唱
者
で
あ
り
世
話
人
の
一
人
が
当
時
満
鉄
調

査
部
の
山
本
斌
で
、
研
究
会
の
調
査
も
主
と
し
て
山
本
が
当
時
従
事
し
て
い
た
華
北
農
村
慣
行
調
査
に
便
乗
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い

た
と
い
う（

26
）。

確
か
に
直
江
の
通
信
に
も
民
風
会
の
報
告
会
で
「
満
鉄
の
旗
田
氏
の
北
支
順
義
県
砂
井
村
の
農
村
調
査
報
告
」
が
行
わ
れ
た
と
あ

る
。
そ
し
て
直
江
は
山
本
斌
と
達
光
と
同
行
し
て
宛
平
県
河
北
村
の
調
査
に
出
掛
け
た
と
い
う
記
録
も
あ
る（

27
）。
直
江
や
沢
田
の
著

作
に
あ
っ
た
調
査
資
料
の
獲
得
地
を
慣
行
調
査
の
地
域（

28
）と
照
合
す
れ
ば
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
民
風
会
の
活
動
と

満
鉄
の
慣
行
調
査
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

二
者
を
繋
ぐ
重
要
人
物
で
あ
る
山
本
斌
（
や
ま
も
と
・
は
じ
め
）
の
略
歴
は
、
一
九
七
五
年
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
作
『
中
国
の
民

間
伝
承
』（
太
平
出
版
社
）
の
奥
付
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
、
山
口
県
阿
武
郡
萩
町
（
現
萩
市
）
に
生
ま
れ
る
。

一
九
三
一
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
す
る
。

一
九
三
一

〜

三
三
年
、
同
大
学
院
で
近
代
中
国
政
治
史
を
専
攻
す
る
。

一�

九
三
七
〜
四
三
年
、
満
鉄
調
査
部
中
国
農
村
慣
行
調
査
班
（
以
下
「
満
鉄
慣
行
班
」
と
記
す
）
に
所
属
。
河
北
、
山
東
省
農
村
に
お

け
る
小
作
、
水
慣
行
を
中
心
に
調
査
す
る
。

一
九
四
三

〜
四
五
年
、
同
調
査
部
北
支
経
済
調
査
所
に
所
属
。
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
地
域
調
査
資
料
を
刊
行
す
る
。

一
九
四
六
年
、
帰
国
、
海
燕
書
店
を
創
業
。

一
九
六
一
年
、
学
術
資
料
刊
行
会
を
主
宰
。

　

�　

著
書
は
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』『
東
部
チ
ベ
ッ
ト
語
辞
典
』（
以
上
共
著
）、『
中
国
辺
境
漢
方
薬
材
辞
典
』
な
ど
、
ほ
か
に
ソ

ビ
エ
ト
体
育
関
係
の
訳
書
が
多
数
で
あ
る
。
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こ
の
直
江
の
通
信
を
載
せ
た
『
民
間
伝
承
』
の
新
入
会
員
欄
に
「
北
京　

生
田
中
庸　

山
本
斌
」（

29
）と
見
え
、
台
湾
、
満
洲
以
外
、

中
国
か
ら
の
初
め
て
の
入
会
で
あ
っ
た
。
当
時
、
民
間
伝
承
の
会
の
入
会
は
推
薦
制
を
採
っ
て
お
り
、
山
本
の
入
会
は
直
江
に
よ
る
紹

介
だ
と
思
わ
れ
る
。
入
会
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
直
江
は
山
本
の
原
稿
の
日
本
国
内
で
の
掲
載
も
斡
旋
し
て
い
た
。

さ
て
一
緒
に
民
俗
研
究
を
や
つ
て
ゐ
る
満
鉄
北
支
経
済
調
査
所
慣
行
班
の
山
本
斌
氏
が
か
ね
て
ま
と
め
ら
れ
て
ゐ
た
「
河
北
省
順

義
の
歳
時
記
」
一
寸
面
白
い
も
の
で
す
か
ら
、
別
便
で
お
送
り
致
し
ま
す
。
御
一
読
の
上
、「
旅
と
伝
説
」
に
で
も
御
掲
載
下
さ

れ
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。
山
本
氏
は
調
査
所
の
方
の
関
係
で
木
戸
斌

0

0

0

と
い
ふ
筆
名
を
用
ひ
て
居
り
ま
す
が
、
右
の
点
は
何
卒
御
了

承
の
程
願
い
上
げ
ま
す
（
一
九
四
二
年
四
月
十
二
日
橋
浦
泰
雄
宛
書
簡
、
傍
点
原
文
）（

30
）。

橋
浦
は
早
速
文
章
の
掲
載
を
斡
旋
し
た
が
、
実
際
掲
載
さ
れ
た
の
は
『
旅
と
伝
説
』
で
は
な
く
、『
民
族
学
研
究
』
で
あ
っ
た（

31
）。

『
民
族
学
研
究
』
八

−

二
（
一
九
四
三
年
一
月
）
に
載
せ
ら
れ
た
「
劉
悦
勤
稿
・
木
戸（
マ
マ
）
徹
訳
」
と
あ
る
「
北
支
農
村
歳
時
記
─
河
北
省
順

義
県
─
」
は
、
即
ち
山
本
斌
の
寄
稿
で
あ
っ
た
。
劉
に
歳
時
記
、
伝
説
、
民
謡
、
農
諺
な
ど
の
蒐
集
を
依
頼
し
、
一
九
四
一
年
六
月
に

報
告
を
受
け
た
経
緯
や
、
こ
の
文
章
は
劉
の
報
告
書
の
翻
訳
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
木
戸
名
義
の
序
は
「
一
九
四
二
年
四
月
」
と

あ
り
、
直
江
の
依
頼
書
簡
に
合
わ
せ
て
執
筆
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

直
江
の
同
書
簡
で
は
、
さ
ら
に
満
鉄
慣
行
班
が
日
本
民
俗
学
に
対
し
て
興
味
を
抱
き
、
中
国
調
査
に
際
し
て
日
本
民
俗
学
の
理
論
と

方
法
を
参
考
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。

　

尚
、
山
本
氏
の
慣
行
班
の
仕
事
は
大
分
我
々
の
や
つ
て
ゐ
る
事
に
近
い
の
で
、
伝
承
の
会
で
発
行
致
し
ま
し
た
書
物
を
慣
行
班

と
し
て
買
い
込
み
た
い
と
い
ふ
希
望
が
あ
る
の
で
す
が
、
甚
だ
御
面
倒
で
も
左
記
書
物
若
し
有
り
ま
し
た
ら
御
送
付
の
程
願
い
上
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げ
ま
す
。

　

○
会
報　

○
食
習
採
集
手
帖　

○
瀬
川
著
見
島
聞
書　

○
居
住
習
俗
語
彙　

○
分
類
山
村
語
彙　

○
分
類
漁
村
語
彙　

○
服
装

習
俗
語
彙

　

其
他
歳
時
、
禁
忌
、
葬
送
、
農
村
、
婚
姻
の
各
語
彙
品
切
れ
の
よ
う
で
す
が
、
何
と
か
手
に
入
り
ま
し
た
ら
御
都
合
願
ひ
ま

す
。

　

○
山
村
生
活
の
研
究　

○
郷
土
生
活
採
集
手
帖　

○
遠
野
物
語　

○
日
本
農
民
史　

○
郷
土
生
活
研
究
法

　

手
に
入
り
ま
す
だ
け
お
願
い
致
し
ま
す
。（
中
略
）
右
慣
行
班
か
ら
連
絡
を
頼
ま
れ
て
居
り
ま
す
の
で
、
御
多
忙
中
誠
に
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

封
筒
裏
の
橋
浦
に
よ
る
書
込
み
に
よ
れ
ば
（
図
13
）、
直
江

の
書
簡
を
受
け
て
橋
浦
は
さ
っ
そ
く
五
月
四
日
に
、『
食
習
採

集
手
帖
』、『
見
島
聞
書
』、『
居
住
習
俗
語
彙
』、『
分
類
山
村
語

彙
』
と
会
報
『
民
間
伝
承
』
を
書
留
で
山
本
斌
宛
に
送
り（

32
）、

そ
の
代
金
は
七
月
九
日
に
入
金
さ
れ
た
。

こ
の
年
に
、
直
江
の
紹
介
で
山
本
は
直
接
柳
田
を
訪
ね
、
満

鉄
の
中
国
農
村
慣
行
調
査
の
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
教
え
を
乞

う
た
。
そ
し
て
慣
行
調
査
打
ち
切
っ
た
後
の
一
九
四
四
年
に
も

柳
田
を
訪
ね
て
い
る（

33
）。
戦
後
、
彼
は
前
出
『
中
国
の
民
間

伝
承
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
柳
田
へ
の
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

図13　直江広治より橋浦泰雄宛書簡（1942
　年4月12日付）
出典：「直江広治書簡」所収。
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一
九
四
二
年
に
調
査
資
料
を
も
っ
て
帰
国
し
、
故　

柳
田
国
男
先
生
を
訪
れ
て
調
査
法
そ
の
他
に
つ
い
て
教
え
を
乞
う
た
。
そ
れ

が
機
縁
と
な
っ
て
戦
後
の
一
九
五
七
年
に
は
民
俗
学
と
歴
史
学
に
つ
い
て
の
『
講
演
集
』
の
整
理
な
ど
の
お
手
伝
い
も
し
た
。
本

書
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
と
き
に
柳
田
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
な
支
え
と
励
み
に
な
っ
た（

34
）。

山
本
と
直
江
を
通
し
て
、
戦
前
代
表
的
な
大
規
模
の
中
国
実
地
調
査
は
日
本
の
民
俗
学
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
柳
田
に
何
を
教
わ

り
、
日
本
民
俗
学
の
知
識
と
経
験
が
如
何
に
満
鉄
の
慣
行
調
査
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
ろ
う
。

２　

折
口
信
夫
の
中
国
旅
行

直
江
広
治
が
『
民
間
伝
承
』
へ
の
通
信
で
言
及
し
た
折
口
信
夫
の
「
北
京
の
神
祇
講
座
の
講
演
」
は
、
折
口
信
夫
に
と
っ
て
唯
一
の

外
国
旅
行
で
も
あ
っ
た
。
折
口
信
夫
年
譜
の
一
九
四
一
年
で
は
、「
八
月
、
中
華
民
国
に
旅
。
一
日
、
北
京
到
着
。
三
日
か
ら
北
京
で

皇
典
講
究
所
の
講
演
会
（
三
日
間
）。
北
京
武
道
殿
で
『
古
代
人
の
信
仰
』
を
講
演
。
八
日
、
部
隊
へ
の
学
術
慰
問
の
後
、
山
海
関
・

南
京
・
蘇
州
・
杭
州
を
巡
り
、
九
月
上
旬
、
上
海
よ
り
帰
国
」（

35
）と
な
っ
て
い
る
。

折
口
が
中
国
旅
行
の
旅
先
よ
り
知
人
に
送
っ
た
葉
書
八
通（

36
）と
、
阿
部
正
路
・
芳
賀
日
出
男
「
折
口
信
夫
の
中
国
行
」（
一
九
九
七

年
）（

37
）に
よ
っ
て
行
程
を
訂
正
、
補
充
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

八
月
二
二
日
に
東
京
大
井
警
察
署
長
よ
り
身
分
証
明
書
を
発
給
さ
れ
る
（
阿
部
）。

八
月
二
七
日
に
出
発
し
、
九
月
一
日
夜
十
一
時
北
京
に
到
着
す
る
（
二
五
二
番
京
翠
明
荘
よ
り
東
京
高
崎
英
雄
宛
絵
葉
書
）。

九
月
三
日
〜
五
日
に
皇
典
講
究
所
華
北
総
署
（
一
九
四
一
年
三
月
に
設
立
）
が
主
催
の
短
期
神
祇
講
座
で
講
義
を
す
る
。

六
日
に
山
海
関
を
見
学
（
二
五
三
番
北
京
華
北
総
署
よ
り
金
沢
第
四
九
部
隊
附
少
尉
藤
井
春
洋
宛
絵
葉
書
、
二
五
四
番
北
京
翠
明
荘
よ
り
埼
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玉
西
角
井
正
慶
・
富
子
宛
絵
葉
書
）。

七
日
に
北
京
武
道
殿
で
「
古
代
人
の
信
仰
」
を
講
演
す
る（

38
）。
帰
り
道
の
変
更
で
北
支
軍
報
道
部
よ
り
九
月
九
日
か
ら
十
月
十
日

の
間
に
北
京
─
南
京
─
上
海
─
東
京
を
通
行
で
き
る
証
明
書
を
発
給
さ
れ
る
（
阿
部
）。
夜
、
民
風
会
で
「
民
俗
学
の
分
類
」
の

話
を
す
る
（
直
江
、
沢
田
）。

八
日
に
部
隊
へ
の
学
術
慰
問
（
二
五
五
番
山
西
省
太
原
教
育
庁
中
村
浩
・
治
枝
宛
葉
書
）。

日
付
不
明
、
一
人
で
南
京
に
飛
ぶ
（
二
五
六
番
東
京
金
田
一
京
助
宛
葉
書
）。

日
付
不
明
、
蘇
州
の
寒
山
寺
、
楓
橋
な
ど
を
見
物
し
宿
泊
（
二
五
八
番
金
沢
江
尻
初
枝
様
方
藤
井
春
洋
宛
絵
葉
書
）。

日
付
不
明
、
嘉
興
で
三
等
車
に
乗
換
え
、
杭
州
に
着
き
、
西
泠
飯
店
に
泊
る
（
同
前
）。

日
付
不
明
、
杭
州
見
学
（
二
五
七
番
東
京
青
池
竹
次
鳥
船
社
様
・
高
崎
英
雄
宛
絵
葉
書
）。

日
付
不
明
、
上
海
に
到
着
す
る
（
二
五
九
番
東
京
河
合
峻
策
宛
絵
葉
書
）。

帰
国
。
年
譜
の
次
の
条
は
九
月
二
二
日
信
州
で
の
講
演
で
あ
っ
た
。
帰
国
は
九
月
の
中
旬
の
後
半
で
あ
ろ
う
。

当
時
折
口
は
五
五
歳
で
あ
り
、
虚
弱
な
彼
に
と
っ
て
中
国
の
旅
は
体
へ
の
負
担
が
大
き
く
（
二
五
四
番（

39
））、
途
中
で
一
旦
八
日
の

学
術
慰
問
後
に
帰
国
す
る
こ
と
を
考
え
た
（
二
五
三
番
）
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
ま
た
こ
の
旅
を
望
ん
で
い
た
。

武
漢
攻
略
の
た
め
に
太
田
陸
郎
が
召
集
さ
れ
た
の
が
一
九
三
八
年
七
月
で
あ
る
が
、
そ
の
一
ヶ
月
後
の
八
月
、
内
閣
情
報
部
は
、
菊

池
寛
、
久
米
正
雄
な
ど
作
家
十
三
名
を
招
集
し
、
ペ
ン
部
隊
を
組
織
し
て
漢
口
攻
略
戦
に
従
軍
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
八
月
二
八
日

付
、
長
野
県
軽
井
沢
よ
り
大
阪
鈴
木
金
太
郎
宛
の
絵
葉
書
で
、
折
口
は
「
漢
口
従
軍
連
の
仲
間
に
這
入
り
そ
こ
ね
た
。
こ
こ
に
居
つ
た

の
で
、
届
け
出
が
遅
れ
ま
し
た
」（
二
三
四
番
、
一
八
八
頁
）
と
嘆
い
て
い
る
。
二
週
間
後
の
九
月
十
日
、
同
じ
く
鈴
木
金
太
郎
宛
の
封

書
巻
紙
で
さ
ら
に
同
件
に
ふ
れ
て
い
る
。
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漢
口
従
軍
（
文
士
従
軍
の
あ
れ
）
の
願
ひ
を
出
し
て
あ
る
の
で
、
何
時
、
支
那
へ
行
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
行
け
ば
、
恤
兵
部

か
ら
で
す
。
ま
あ
た
ま

0

0

の
一
つ
も
受
け
て
来
れ
ば
、
し
つ
か
り
し
た
歌
で
も
出
来
る
か
と
思
ひ
ま
す
（
二
三
六
番
、
一
八
九
頁
、

傍
点
原
文
）。

折
口
信
夫
は
戦
場
に
赴
く
兵
士
に
心
動
か
さ
れ
る
魂
を
感
じ
て
お
り
、
前
線
の
兵
士
を
慰
問
し
に
行
く
志
を
前
か
ら
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
北
京
到
着
後
の
絵
葉
書
第
一
便
に
も
「
八
日
は
学
術
慰
問
と
い
ふ
こ
と
を
試
み
る
。
兵
隊
さ
ん
に
喜
ば
れ
れ
ば
幸
福
だ
と
思

ひ
ま
す
」（
二
五
二
番
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
折
口
は
中
国
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
。

一
、 

中
国
は
遠
い
。

─
「
五
日
が
か
り
で
北
京
に
到
着
、
相
当
疲
れ
ま
し
た
」（
二
五
四
番
、
前
記
）

二�

、 

中
国
は
広
い
。

─
「
北
京
に
来
れ
ば
あ
へ
る
と
思
う
て
ゐ
た
。
地
図
の
上
で
考
へ
れ
ば
、
何
で
も
な
い
が
、
時
間
を
当
つ
て

見
れ
ば
、
三
十
何
時
間
か
か
る
。
こ
れ
で
は
と
て
も
、
え
う
来
ま
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
す
ん
で
も
、
太
原
は
あ
ま

り
遠
す
ぎ
る
の
で
、
残
念
乍
ら
南
飛
し
て
か
へ
る
」（
二
五
五
番
）

三
、 

北
方
の
気
候
に
は
な
れ
な
い
。

─
「
当
地
の
な
か
な
か
暑
く
、
所
謂
北
京
の
秋
も
杳
か
な
心
持
ち
が
す
る
」（
二
五
三
番
）

四�

、 

所
謂
名
勝
は
俗
悪
で
あ
っ
た
。

─
「
寒
山
寺
、
楓
橋
な
ど
、
俗
悪
の
中
に
、
ま
う
少
し
と
り
え
が
あ
つ
て
く
れ
れ
ば
よ
か
つ

た
の
に
と
思
う
た
」（
二
五
八
番
）

五�

、 

中
国
人
は
あ
ま
り
い
い
人
は
多
く
な
い
。

─
「
嘉
興
は
三
等
車
ば
か
り
だ
が
支
那
で
も
、
こ
れ
に
の
る
人
々
に
は
よ
い
の
が

ゐ
る
」（
同
前
）

材
料
が
少
な
く
、
折
口
の
中
国
観
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
中
国
イ
メ
ー
ジ
は
大
よ
そ
マ
イ
ナ

ス
的
な
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
は
折
口
の
唯
一
の
海
外
経
験
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
戦
前
戦
後
通
じ
て
本
人
は
あ
ま
り

言
及
し
て
い
な
い
。
折
口
に
と
っ
て
は
隣
の
大
陸
は
、
戦
争
で
日
本
人
の
軍
隊
が
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
世
界
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で
あ
っ
た
。

折
口
は
、
北
京
滞
在
中
、
民
風
会
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
。
沢
田
瑞
穂
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
「
民
族
学
と
民
俗
学
と
の
方
法

上
の
異
同
」
で
あ
り
、
民
族
学
は
異
民
族
を
、
民
俗
学
は
母
国
を
そ
れ
ぞ
れ
研
究
す
る
も
の
と
し
、
民
俗
学
の
最
終
目
的
を
「
国
民
の

心
意
情
緒
の
内
奥
と
そ
の
表
現
形
式
と
を
探
求
す
る
こ
と
」（

40
）と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
い
う
。

自
民
族
と
他
民
族
と
い
う
対
象
の
差
は
、
柳
田
民
俗
学
が
二
つ
の
「
ミ
ン
ゾ
ク
ガ
ク
」
の
区
別
に
対
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
説
明

で
あ
り
、
そ
し
て
自
省
に
よ
っ
て
心
意
ま
で
達
す
る
研
究
の
可
能
性
を
も
っ
て
民
俗
学
の
優
位
性
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
論
理
は
民
風
会
の
中
で
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

折
口
講
演
の
事
実
を
述
べ
た
後
に
示
さ
れ
た
沢
田
瑞
穂
の
理
解
は
代
表
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
中
国
に
長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
、
同
じ

東
洋
の
隣
国
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
同
一
国
民
で
も
世
代
の
差
に
よ
っ
て
異
邦
人
の
学
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、
中
国
で
の
民
俗
研
究
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
な
ど
未
開
人
の
風
習
を
取
扱
う
民
族
学
と
同
一
次
元
で
は
な
い
と

沢
田
は
説
い
て
い
る（

41
）。

沢
田
の
主
張
は
、
日
本
人
に
よ
る
中
国
民
俗
の
研
究
は
、
異
民
族
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
民
俗
学
の
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
く

に
国
民
の
世
代
差
を
あ
げ
て
同
国
人
の
自
省
と
い
う
言
説
を
相
対
化
す
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
同
じ
国
民
で
あ
る
か
ら
深
く
理

解
で
き
る
と
い
う
の
は
可
能
性
に
つ
い
て
の
言
説
で
、
具
体
的
な
実
践
に
お
け
る
必
然
と
は
い
え
な
い
。
中
国
で
民
俗
調
査
研
究
活
動

を
展
開
す
る
日
本
人
に
と
っ
て
、「
一
国
民
俗
学
」
に
お
け
る
「
郷
土
人
」
の
特
権
化
は
当
然
反
論
さ
れ
る
べ
き
論
理
だ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
沢
田
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
中
国
で
の
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
中
国
は
、
日
本
で
の
主
流
の
理
論
、

方
法
そ
の
も
の
を
反
省
さ
せ
る
新
た
な
現
場
や
契
機
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

そ
の
後
の
民
風
会

一
九
四
二
年
四
月
十
二
日
付
橋
浦
泰
雄
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
直
江
広
治
は
北
京
の
民
俗
学
活
動
の
近
況
を
伝
え
て
い
る
。
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当
地
の
民
風
会
も
其
後
さ
さ
や
か
な
会
合
を
続
け
、
日
曜
を
利
用
し
て
は
あ
ち
こ
ち
歩
き
廻
つ
て
居
り
ま
す
。
何
と
言
つ
て
も
同

志
が
少
な
い
の
で
心
淋
し
く
思
つ
て
居
り
ま
す
。
大
陸
民
俗
叢
刊
と
云
つ
た
も
の
で
も
出
し
て
、
少
し
呼
び
か
け
て
見
よ
う
か
な

ど
内
輪
の
者
で
話
し
合
つ
て
居
り
ま
す
。
併
し
先
日
早
川
孝
太
郎
さ
ん
が
御
来
燕
に
な
つ
て
北
京
大
学
で
「
日
本
民
俗
学
」
と
い

ふ
講
演
を
さ
れ
た
り
、
其
他
の
研
究
所
で
も
次
第
に
此
の
学
問
に
注
意
を
向
け
出
し
て
来
た
よ
う
で
す
。

同
じ
書
簡
で
は
「
輔
仁
大
学
に
は
ラ（

ママ
ー
ソマ

）ン、
エ
ー
デ
ル
師
等
を
中
心
に
民
族
学
の
研
究
会
が
作
ら
れ
、
こ
つ
こ
つ
や
つ
て
ゐ
る

よ
う
で
す
。
又
仏
人
が
矢
張
り
研
究
会
を
作
ら
う
と
劃
策
し
て
居
り
ま
す
し
、
我
に
も
負
け
ず
に
頑
張
ら
う
と
し
て
ゐ
ま
す
」
と
報
じ

て
い
る
。
民
風
会
が
活
動
し
始
め
た
一
九
四
〇
年
代
初
め
、
趣
向
は
異
な
る
が
、
北
京
に
お
い
て
後
述
す
る
輔
仁
大
学
の
付
属
東
方
人

類
学
博
物
館
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
系
の
研
究
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
中
法
漢
学
研
究
所（

42
）の
活
動
が
あ
っ
た
。
中
国
に

お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
団
体
の
活
躍
は
日
本
人
に
よ
る
中
国
民
俗
研
究
へ
の
刺
激
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
民
俗
学
研
究
は
広
範
囲
か
ら
集
め
て
く
る
多
く
の
民
俗
事
例
に
依
拠
す
る
の
で
、
と
り
わ
け
資
料
収
集
の
初
期
段
階
で
は
、

ま
ず
運
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
北
京
で
も
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
叢
書
の
刊
行
は
運
動
を
促
す
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。「
大
陸
民
俗
叢
刊
」
と
い
う
名
は
「
大
陸
民
俗
研
究
へ
と
発
展
す
る
研
究
会
」
と
い
う
民
風
会
設
立
の
目
的
を
想
起
さ
せ

る
。
沢
田
瑞
穂
の
回
想
に
よ
る
と
、
一
九
四
一
年
の
末
に
、
山
本
斌
か
ら
北
京
の
日
本
人
経
営
の
出
版
社
と
話
が
つ
き
、
自
分
が
集
め

た
昔
話
『
欒
城
夜
譚
』
を
大
陸
民
俗
叢
刊
の
一
冊
と
し
て
出
版
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
発
行
直
前
、
製
本
上
の
失
敗
に
よ
り
全
部
裁

断
さ
れ
た
と
い
う（

43
）。

同
時
に
、
既
に
日
本
で
は
多
く
の
成
果
を
収
め
、
社
会
的
地
位
を
確
固
に
し
た
日
本
民
俗
学
の
直
接
の
関
与
と
そ
の
積
極
的
な
影
響

が
期
待
さ
れ
た
。
当
時
の
早
川
孝
太
郎
は
柳
田
系
統
に
属
し
て
な
い
が
、
日
本
で
は
す
で
に
名
著
『
花
祭
』（
岡
書
院
、
一
九
三
〇
年
）

な
ど
の
業
績
に
よ
り
民
俗
学
者
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
た
。
彼
が
一
九
四
〇
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
朝
鮮
、
満
洲
を
旅
し
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た
こ
と
は
、〈
在
奉
天　

早
川
孝
太
郎
〉
と
い
う
署
名
で
『
民
間
伝
承
』
に
寄
せ
た
通
信
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る（

44
）。
そ
の
時

の
ス
ケ
ッ
チ
だ
と
思
わ
れ
た
絵
は
、『
旅
と
伝
説
』
の
表
紙
（
一
九
四
一
年
七
月
号
に
「
蒙
疆
南
洋
河
」、
一
九
四
二
年
一
月
号
か
ら
「
輯
安

将
軍
塚
ニ
テ
（
オ
ボ
）」）
を
飾
っ
て
い
た
。
直
江
の
こ
の
通
信
に
よ
る
と
、
早
川
は
一
九
四
二
年
春
に
さ
ら
に
北
京
に
行
き
、
北
京
大

学
で
「
日
本
民
俗
学
」
を
講
演
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
北
京
の
旅
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い

が
、
一
九
四
一
年
九
月
の
折
口
信
夫
よ
り
わ
ず
か
半
年
後
、
早
川
も
同
じ
く
北
京
で
日
本
民
俗
学
の
概
論
に
つ
い
て
講
演
し
た
こ
と

は
、
日
本
の
民
俗
学
者
の
中
国
と
の
関
わ
り
が
確
実
に
増
え
、
中
国
で
の
民
俗
研
究
と
の
関
係
も
よ
り
直
接
的
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
現
地
で
は
日
本
民
俗
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

４　

山
西
学
術
調
査

民
風
会
の
活
動
な
ど
で
授
業
を
休
む
こ
と
に
起
因
し
て
学
校
側
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
直
江
は
一
九
四
二
年
二
月
に
日
本
中
学
校
を

辞
め
て
し
ま
っ
た
が
、
四
月
の
末
に
、
東
京
か
ら
山
西
学
術
調
査
団
の
一
行
が
北
京
に
や
っ
て
き
た
。

東
京
帝
大
地
理
学
の
多
田
文
男
（
一
九
〇
〇

−

七
八
年
）
は
一
九
四
〇
と
一
九
四
一
年
に
隊
長
と
し
て
ゴ
ビ
砂
漠
学
術
探
検
を
実
施

し
た
が（

45
）、
山
西
で
現
地
派
遣
軍
か
ら
資
源
調
査
の
要
望
を
受
け
、
学
術
調
査
を
行
う
こ
と
で
軍
と
の
間
に
意
見
の
一
致
を
見
た
。

一
九
四
一
年
春
に
資
源
科
学
諸
学
会
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
十
一
月
に
現
地
軍
よ
り
学
術
調
査
研
究
団
の
派
遣
を
正
式
に
依
頼
さ
れ
、
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
、「
天
然
資
源
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
に
向
か
つ
て
」
の
「
国
立
の
機

関
」
と
し
て
文
部
省
直
轄
の
資
源
科
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
山
西
学
術
調
査
研
究
団
が
研
究
所
最
初
の
活
動
と
な
っ
た
。

興
亜
院
の
援
助
の
も
と
で
、
地
理
、
地
質
、
鉱
物
、
動
物
・
植
物
、
人
類
の
五
研
究
部
門
と
絵
画
部
、
庶
務
部
、
映
画
部
、
報
道
部

か
ら
な
る
調
査
団
は
、
四
月
二
三
日
に
東
京
で
東
海
道
線
に
乗
り
、
瀬
戸
内
海
で
半
貨
物
船
に
乗
換
え
、
二
八
日
深
夜
北
京
に
着
き
、

二
九
日
午
前
十
時
北
京
神
社
で
結
団
式
が
行
わ
れ
た
。

調
査
団
の
地
理
班
に
直
江
の
恩
師
で
も
あ
る
東
京
高
師
の
花
井
重
次
教
授
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
直
江
は
調
査
団
の
宿
舎
で
あ
る
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翠
明
荘
に
訪
れ
、
花
井
の
斡
旋
で
人
類
先
史
学
班
の
一
員
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
「
民
俗
学
を
専
攻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
中

国
語
が
話
せ
る
と
い
う
点
」（

46
）で
あ
っ
た
と
い
う
。
人
類
先
史
学
班
に
班
長
谷
口
虎
年
（
慶
応
）、
成
員
は
江
口
為
蔵
（
慶
応
）、
小
野

勝
年
（
華
北
交
通
嘱
託
）、
野
村
正
良
（
学
士
院
嘱
託
）
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
専
門
は
考
古
学
や
形
質
人
類
学
、
言
語
学
な
ど
で
、

最
初
か
ら
風
俗
習
慣
を
担
当
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
調
査
事
項
の
「
民
俗
学
的
調
査
研
究
（
民
間
伝
承
）」
と
い
う
項
目
は（

47
）お
そ

ら
く
直
江
が
班
員
に
な
っ
て
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
後
援
と
な
っ
た
朝
日
新
聞
社
の
随
行
記
者
・
宮
本
敏
行
に
よ
る
『
山
西
学
術
紀
行
』（
新
紀
元
社
、
一
九
四

二
年
）
及
び
「
第
一
次
山
西
学
術
調
査
研
究
団
の
編
制
及
行
程
」（
一
九
四
三
年
四
月
）（

48
）に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
調
査

団
の
一
員
と
し
て
の
直
江
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
月
一
日
の
夜
、
調
査
団
一
行
は
太
原
に
向
か
い
、
翌
日
の
午
後
到
着
し
た
。
三
日
の
午
前
に
太
原
神
社
参
拝
、
正
午
現
地
軍
当
局

に
申
告
、
会
食
、
午
後
二
時
半
か
ら
準
備
会
、
各
方
面
と
の
打
合
、
晩
食
、
必
要
品
の
調
達
な
ど
を
す
る
。
四
日
、
五
日
に
は
午
前
中

に
打
合
会
を
行
い
、
午
後
博
物
館
や
太
原
製
鉄
所
及
び
種
畜
場
な
ど
を
見
学
し
た
。
正
式
な
調
査
は
六
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
五
月
六
日

〜

二
〇
日
、
第
一
次
調
査
と
し
て
、
潞
安
、
垣
曲
、
蒲
州
の
三
隊
に
分
け
て
山
西
南
部
地
区
を
調
査
す
る
が
、
直
江
は
第
三
班
（
蒲
州

地
区
）
に
所
属
し
た
。

谷
口
虎
年
を
班
長
と
す
る
第
三
班
は
他
に
地
理
学
の
花
井
重
次
、
吉
村
信
吉
、
木
内
信
蔵
、
人
類
学
の
野
村
正
良
、
東
洋
史
・
考
古

学
の
小
野
勝
年
、
西
亨
、
絵
画
部
の
田
内
駿
士
な
ど
が
お
り
、
中
国
で
現
地
参
加
し
た
「
綿
産
改
進
」
の
鈴
木
堯
司
、
平
野
三
郎
、
葛

長
崑
も
こ
の
班
に
入
っ
て
い
る
。
班
附
と
し
て
現
地
軍
の
古
賀
大
尉
、
守
永
兵
長
、
杉
崎
上
等
兵
、
衛
生
調
査
班
長
田
軍
曹
、
片
岡
兵

長
、
鬼
島
上
等
兵
、
長
井
上
等
兵
や
『
太
原
新
聞
』
の
亀
田
記
者
等
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。

日
程
は
太
原
─
大
谷
（
六
日
）
─
臨
汾
（
七

〜

九
日
）
─
運
城
（
十
、
十
一
日
）
─
虞
郷
（
十
二
、
十
三
日
）
─
蒲
州
（
十
四

〜

十
六

日
）
─
風
陵
渡
（
十
六
か
十
七
日
）
─
運
城
（
十
七

〜

十
九
日
）
─
太
原
（
二
〇
日
）
と
あ
る
。
特
に
蒲
州
で
は
大
雨
の
中
で
直
江
は
谷

口
、
野
村
な
ど
と
共
に
県
公
署
で
伝
説
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
「
冥
婚
」（
死
者
結
婚
）
が
ま
だ
現
実
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
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り
、
大
い
に
喜
ん
だ
と
い
う
。

五
月
二
五
日

〜

六
月
十
六
日
は
調
査
団
全
員
で
参
加
す
る
第
二
次
調
査
を
行
い
五
台
山
地
区
を
踏
査
し
た
。
太
原
か
ら
同
蒲
線
で
忻

県
─

県
に
、
日
本
館
で
宿
泊
し
て
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
繁
峙
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
分
か
れ
て
自
然
科
学
を
中
心
と
し
た
本
隊
が
五
台
山
中
に
赴
い
て
踏
査
す
る
一
方
、
人
類
班
と
し
て
谷
口
の
引
率
の
も
と

で
、
江
口
（
生
体
計
測
其
他
）、
野
村
（
言
語
）、
小
野
（
考
古
）、
直
江
（
民
俗
）、
木
内
（
人
文
地
理
）
の
一
行
は
五
台
山
麓
一
帯
の
町

を
調
査
し
、
繁
峙
─
代
県
─
原
平
鎮
─
忻
県
─
定
襄
─
五
台
県
城
と
進
む
。
当
地
で
は
新
民
会
の
協
力
で
地
元
生
ま
れ
の
男
性
五
〇

人
、
女
性
二
〇
人
に
対
し
て
生
体
計
測
を
実
施
し
、
そ
れ
以
外
当
地
で
一
番
家
族
の
多
い
家
を
見
学
し
、
一
番
の
物
知
り
に
会
い
、
村

の
戸
籍
簿
な
ど
も
閲
覧
し
た
。

六
月
十
三
日
、
全
団
員
は
五
台
県
城
の
兵
営
に
合
流
し
、
十
五
日
、
ト
ラ
ッ
ク
で
河
辺
村
に
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
汽
車
で
太
原
駅
ま

で
戻
る
。
太
原
で
は
現
地
軍
、
山
西
産
業
、
太
原
市
民
を
対
象
と
す
る
報
告
会
を
行
っ
た
後
、
北
京
に
帰
り
、
支
那
方
面
軍
、
興
亜

院
、
そ
の
他
官
民
各
方
面
に
帰
還
申
告
や
報
告
を
し
た
。
六
月
二
五
日
か
ら
三
日
間
で
、
朝
日
新
聞
北
京
支
局
の
後
援
で
「
五
台
山
絵

画
展
覧
会
」
が
王
府
井
の
松
坂
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
最
終
日
に
北
京
飯
店
の
屋
上
で
打
上
げ
の
晩
餐
会
が
催
さ
れ
た
。
二
七

日
、
北
京
神
社
で
解
団
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
正
式
な
報
告
書
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
四
三
年
十
二
月
執
筆
さ
れ
た
北
村
四
郎
の
「
山
西
学
術
調
査

研
究
団
採
集
キ
ク
科
植
物
」
は
、
一
九
八
九
年
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
た（

49
）し
、
前
記
の
『
山
西
学
術
探
検
記
』（
一

九
四
三
年
四
月
）
も
、
そ
の
「
序
」
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
「
調
査
団
各
班
長
の
手
記
が
こ
こ
の
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
」
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
。

直
江
は
こ
の
山
西
調
査
の
報
告
と
し
て
『
地
理
学
』
十
月
号
に
「
山
西
の
習
俗
」、『
北
支
』
十
月
号
に
「
山
西
村
落
に
文
化
を
運
ぶ

人
々
」
を
そ
れ
ぞ
れ
投
稿
し
た
。
こ
れ
は
直
江
の
中
国
に
関
す
る
最
初
の
調
査
研
究
発
表
で
あ
り
、
一
九
六
七
年
『
中
国
の
民
俗
学
』

を
ま
と
め
る
際
、「
社
会
習
俗
」
の
主
要
な
る
構
成
部
分
で
も
あ
る
。
こ
の
中
で
『
北
支
』
は
こ
れ
か
ら
直
江
に
と
っ
て
重
要
な
発
表
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機
関
で
あ
っ
た
。
当
雑
誌
は
華
北
交
通
株
式
会
社
資
業
局
編
の
月
刊（

50
）を
考
え
る
と
、
直
江
と
当
雑
誌
の
関
係
は
、
山
西
調
査
中
で

共
同
行
動
し
て
い
た
同
社
嘱
託
の
小
野
勝
年
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

５　

石
田
英
一
郎
と
の
再
会

一
九
四
二
年
十
一
月
十
一
日
柳
田
国
男
宛
書
簡
の
追
伸
で
は
、
直
江
は
『
地
理
学
』
と
『
北
支
』
へ
の
投
稿
を
報
告
し
て
い
る
が
、

同
じ
書
簡
で
ま
た
大
間
知
篤
三
や
石
田
英
一
郎
と
連
携
す
る
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

新
京
の
大
間
知
さ
ん
が
学
生
を
連
れ
て
山
東
か
ら
蒙
疆
を
廻
つ
て
北
京
に
寄
ら
れ
た
の
で
、
今
日
久
し
振
り
に
色
々
お
話
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
新
京
に
は
早
く
学
会
が
出
来
ま
し
た
し
、
張
家
口
に
も
そ
の
気
運
が
高
ま
つ
て
ゐ
る
そ
う
で
、
お
互
い
に
連

絡
を
取
つ
て
、
こ
ち
ら
の
民
俗
調
査
を
や
り
た
い
も
の
だ
と
話
し
合
ひ
ま
し
た
。

大
間
知
篤
三
を
中
心
に
新
京
民
俗
同
好
会
が
発
足
し
た
の
は
一
九
四
一
年
七
月
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
直
江
の
『
民
間
伝
承
』
へ

の
会
員
通
信
第
二
便
（
同
十
二
月
）
で
は
、
す
で
に
「
そ
の
う
ち
に
」
と
連
絡
す
る
意
欲
を
示
し
て
い
た
。

直
江
と
石
田
英
一
郎
と
の
出
会
い
は
、
在
学
中
の
一
九
四
〇
年
柳
田
の
指
示
で
紹
介
状
を
持
参
し
て
「
帝
国
学
士
院
内
の
東
亜
諸
民

族
調
査
室
」
に
訪
れ
た
と
き
で
あ
っ
た（

51
）。
周
知
の
よ
う
に
石
田
と
柳
田
の
個
人
的
な
関
係
は
決
し
て
親
し
い
と
は
い
え
ず
、
学
問

的
な
立
場
も
大
き
く
異
な
る
も
の
が
あ
る（

52
）。
前
年
の
九
月
に
石
田
が
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
こ
と
、

そ
し
て
東
亜
諸
民
族
調
査
委
員
会
嘱
託
に
な
っ
た
の
が
一
九
四
〇
年
七
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
翌
春
に
卒
業
を
控
え
る
直
江

の
就
職
斡
旋
を
石
田
に
求
め
る
思
い
が
柳
田
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
直
江
の
中
国
行
き
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
石
田
と
の
間
に
は
密
接
的
な
連
絡
が
見
ら
れ
ず
、
こ
の
一
九
四
二
年
の
夏
に

二
人
が
再
会
し
た
の
で
あ
る
。
石
田
は
前
年
樺
太
の
氏
族
組
織
調
査
に
続
い
て
華
北
と
内
蒙
古
で
の
回
族
調
査
を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
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っ
た（

53
）。

石
田
に
は
中
国
で
の
調
査
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
中
国
経
験
は
前
か
ら
あ
っ
た
。
大
学
二
年
の
一
九
二
五
年
の
夏
休
み
に
彼

は
京
都
帝
国
大
学
社
会
科
学
研
究
会
の
仲
間
で
あ
る
大
田
遼
一
郎
と
中
国
に
渡
り
、
満
洲
、
河
北
、
山
東
、
天
津
、
北
京
を
旅
し
、
中

江
丑
吉
、
満
鉄
の
伊
藤
武
雄
、
中
国
革
命
論
の
鈴
木
言
一
や
、
建
国
後
国
家
主
席
に
も
な
っ
た
若
き
劉
少
奇
を
含
む
中
国
の
学
生
運
動

の
指
導
者
に
会
っ
た
。
そ
の
後
一
九
二
七
年
の
二
、
三
月
に
日
本
共
産
党
か
ら
派
遣
さ
れ
水
野
成
夫
に
同
行
し
て
神
戸
─
台
北
─
福
州

─
上
海
─
武
昌
、
漢
口
を
旅
し
、「
中
国
の
巨
大
さ
と
そ
の
民
族
の
底
知
れ
ぬ
潜
在
力
と
い
っ
た
も
の
を
、
身
に
し
み
て
感
じ
」
た
と

い
う（

54
）。

こ
の
一
九
四
二
年
の
夏
は
十
数
年
ぶ
り
の
北
京
訪
問
で
あ
っ
た
。
前
回
の
自
由
活
動
と
う
っ
て
変
わ
り
、
後
年
の
言
葉
で
い
え
ば
、

「
侵
略
者
の
武
力
で
押
え
た
点
と
線
だ
け
に
沿
い
、
そ
の
武
力
の
保
護
を
背
景
に
行
っ
た
調
査
研
究
」
で
あ
っ
た
。

盧
溝
橋
事
変
勃
発
後
、
日
本
は
蒙
疆
自
治
を
推
進
し
、
張
家
口
は
一
九
三
七
年
九
月
に
成
立
し
た
察
南
自
治
政
府
の
政
府
所
在
地
と

な
っ
た
。
十
一
月
に
察
南
、
晋
北
、
蒙
古
の
三
つ
の
自
治
政
府
の
代
表
に
よ
っ
て
蒙
疆
聨
合
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
張
家
口
を
委
員
会

所
在
地
と
し
た
。
一
九
三
四
年
に
発
足
し
た
蒙
古
善
隣
協
会
は
一
九
三
八
年
に
在
外
本
部
を
張
家
口
に
設
置
し
、
張
家
口
は
蒙
疆
地
区

の
政
治
文
化
中
心
と
な
る
が
、
軍
部
の
影
響
が
大
き
く
、
最
高
顧
問
は
満
鉄
出
身
の
金
井
章
次
で
あ
っ
た
。
善
隣
協
会
の
張
家
口
本
部

に
調
査
部
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
石
田
の
回
族
研
究
に
あ
た
っ
て
当
調
査
部
の
助
力
が
大
き
か
っ
た
。
調
査
部
は
後
一
九
四
四
年
一
月

に
西
北
研
究
所
と
発
展
す
る
が
、
石
田
が
訪
れ
た
一
九
四
二
年
夏
、
風
俗
習
慣
を
含
む
総
合
調
査
の
気
運
は
既
に
高
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
情
報
は
石
田
を
通
し
て
直
江
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
年
前
で
は
「
そ
の
う
ち
に
」
と
な
っ
て
い
た
連
絡
の
意
欲
は
、
こ
の
時
期

に
な
る
と
「
話
し
合
ひ
ま
し
た
」
と
、
実
践
に
向
け
て
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。


